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Bull. Natl. Inst. Anim. Health No. 109.  1-8 (March 2003)
剖検所見：肺は腫大硬化し，右の前葉から後葉前部な
らびに副葉にかけて出血壊死を伴う重篤な化膿性肺炎が
みられた。その他，全身のリンパ節が腫大していた。
組織所見：回腸パイエル板リンパ濾胞において，好酸
性の線維細胞様の細胞質をもち，大型淡明の楕円形核を
もつ類上皮様細胞が胚中心部に浸潤ないし増生していた
（写真10）。細胞周囲には好酸性の間質が認められた。ま
た，類上皮様細胞の増生周囲ならびに傍濾胞域には多数
のマクロファージの浸潤も認められ，リンパ球は傍濾胞
域に残存するのみであった。類上皮様細胞ならびに浸潤
マクロファージ内には顆粒状から葡萄房様の好塩基性細
胞質内封入体が形成され，細胞質の空胞変性や壊死する
細胞がみられた。リンパ球消失の程度はリンパ濾胞によ
り様々で，リンパ濾胞構造が正常に保たれている部位，
胚中心部のリンパ球が消失しリンパ球は濾胞辺縁ならび
に濾胞間領域に一部残存する部位およびリンパ濾胞が結
合組織により置換されている部位が観察された。また，
濾胞内ならびに濾胞間領域に好酸球の浸潤が認められた。
類上皮様細胞の免疫組織化学的染色態度は，B細胞
（LN-1）（－），CD3（－），S-100（＋＋），ヒト
Myeloid/Histiocyte抗原（Mac-387）（－），lysozyme
（－），ビメンチン（＋），デスミン（－），サイトケラチ
ン（－）およびVon Willebrand factor（±）であった。
電子顕微鏡観察では，類上皮様細胞は切れ込みのある核
を有していた。回腸絨毛には軽度の萎縮が認められた。
肺では重度の化膿性肺炎と間質性肺炎の混合型肺炎が観
察された。腎臓では，血管周囲にリンパ球ならびにマク
ロファージが浸潤していた。なお，リンパ組織における
細胞質内封入体形成ないしは巨細胞を伴う肉芽腫病変を
特徴とする離乳後多臓器性発育不良症候群（PMWS）特
徴病変の保有豚は25～30日齢の発育不良豚13頭中0頭，
65～90日齢の発育不良豚7頭中6頭であった。
病原検索：ビオチン化抗ブタサーコウイルス2型
（PCV2）豚血清を用いた免疫組織化学的染色法によりリ
ンパ濾胞の細胞質内封入体，浸潤マクロファージの細胞
質および腸絨毛固有層内のマクロファージにPCV2抗原
が認められた。PCV2は回腸以外に肺からPCR法ならび
に免疫組織化学的染色法により検出された。その他，肺
においてPRRSV，Streptococcus suis，Haemophilus
parasuisおよびMycoplasma hyorhinisが免疫組織化学的
染色法により検出された。
診断と討議：組織診断名は濾胞リンパ球の消失，好酸
球浸潤および樹状細胞の過形成を伴うブタサーコウイル
ス2型（PCV2）細胞質内封入体形成，疾病診断名は離
乳後多臓器性発育不良症候群（PMWS）とされた。本
症例で特徴的であった類上皮様細胞は，同時に染色され
た前述No.9症例で見られた類上皮細胞の免疫組織化学的
染色態度：S-100（－），Mac-387（＋＋）およびビメン
チン（＋）と異なり，S-100強陽性と切れ込みのある核
を持つことから，樹状細胞と考えられた。ヒトの病理で
は，リンパ球減少後に好酸性間質を伴った濾胞樹状細胞
の反応性増生が認められることが報告されている。しか
しながら，本症例は封入体形成ならびに細胞壊死が顕著
で活動的な病変であること，ならびにPCV2実験感染豚
ではMac-387陽性の類上皮細胞の浸潤も認められること
から，PMWS病変の進行と単球/マクロファージ系細胞
の動態との関連をさらに検索していく必要がある。
8 県病理担当者
写真10 濾胞リンパ球の消失，好酸球浸潤および樹
状細胞の過形成を伴うブタサーコウイルス
2型（PCV2）細胞質内封入体形成：濾胞
中心部に好酸性の線維細胞様の細胞質をも
ち，大型淡明の楕円形核をもつ樹状細胞の
増生ならびに多数のマクロファージの浸
潤。リンパ球は重度に減少し，浸潤マクロ
ファージ内に認められた顆粒状から葡萄房
様の好塩基性細胞質内封入体。HE染
色，×200。
